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研究成果の概要（和文）： 夫婦のワーク・ライフ・バランスに関しては、妊婦、幼児、児童の家庭では夫又は妻の高
い家庭関与が良好な夫婦関係を形成し、児童の家庭では妻より夫の家庭関与が低い場合に妻のストレスが高かった。中
学生と高校生では、家庭・仕事・余暇活動・地域などの領域への関与が夫婦共に高い場合、良好な夫婦関係と良好な家
族機能が形成され家族メンバーのストレスが低かった。
 また、夫または妻のワーク・ライフ・バランスでは、家庭関与を中心として仕事などの領域に関わる場合に良好な夫
婦関係と良好な家族機能が形成されることが妊婦、幼児、児童、中学生、高校生の各ライフステージにわたり示された
。

研究成果の概要（英文）： In the case of work-life balance of the couple, a husband's or wife's high home p
articipation formed the good marital relationship at the home of the pregnant woman, the infant, and the c
hild. And when a husband's home participation was lower than a wife, the wife's stress was high at the chi
ldren's home. In the junior high school student and the high school student, when husband's and wife's par
ticipation to each domain, such as a home, work, a leisure-time activity was high in couple together, the 
good marital relationship and the good family function were formed, and the family member's stress was low
.
 Moreover, in the case of husband's or wife's work-life balance, if husband or wife is mainly concerned wi
th the home participation it was shown over each life stage of a pregnant woman, an infant, a child, a jun
ior high school student, and a high school student that a good marital relationship and a good family func
tion are formed.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
ワーク・ライフ・バランスは女性の社会進

出や生き方の変化に伴い、男女共に生活の質

を上げるために仕事と家庭生活をどのよう

に営むかということが基本命題である。その

内容に関する研究も徐々に行われるように

なっている。しかし、現実には子育てとの関

連で女性にかかる負担を如何に軽減すべき

かという視点から研究が進められて来てい

る。これに関してはアメリカを中心として先

行研究が多く見られるが（例えば、Lieberman, 

Doyle & Markiewicz,1999;Kitzmann,2000）、

我が国でも研究が報告されている（例えば、

柏木・若松 ,1998; 尾形 ,1995; 尾形・宮

下,2000;菅原・八木下・琢磨・小泉・瀬地山・

菅原・北村,2002; 尾形・宮下・福田,2005;

青木・岩立,2005；尾形,2007）。しかし、全

体的には子育て期にある家庭を対象とした

研究が多く、ライフステージ全般にわたる研

究が求められている。 
２．研究の目的 
 本研究では、妊娠期、幼児期、児童期、青
年期にわたり、父親と母親のワーク・ライ
フ・バランスの状況が家族(夫婦関係、家族成
員のストレス、家族機能形成)にどのような影
響をもたらしているのかを調査によって分
析検討することを目的とする。 
３．研究の方法 
 妊婦をはじめとして、各ライフステージの
家庭の、父親・母親・子どもについてのアン
ケートを実施した。 
調査対象は、東京・千葉・埼玉、愛知など
に在住の、妊婦、幼児、児童、中学生、高校
生などの家庭。家族の母親、父親のワーク・
ライフ・バランス、夫婦関係、家族メンバー
のストレス、家族機能について問う内容の質
問紙を用意した。調査の依頼は関係機関を通
し、あらかじめ調査の趣旨などを説明し、協
力して頂ける家庭に調査用紙を配布し郵送
法で回収した。アンケート用紙は、父親、母
親、子供用に別々に冊子にし、封筒にまとめ
て入れて配布し、記入後は封筒に入れてもら
った。また、幼児、児童の家庭では母親に子
どものことについて記入してもらった。 
調査時期は、2011 年～2014 年。 
４．研究成果 
(1)妊婦の家庭について 
①夫婦のワーク・ライフ・バランスと家族 
 東海地区に在住の 124 世帯を対象とした。 
ワーク・ライフ・バランス、夫婦関係、スト
レスを調べるアンケート用紙については、因
子分析により因子を抽出した。家族機能につ
いては「結合性」「表現性」「権威的」「民主
的」4 つの機能を扱った。ワーク・ライフ・
バランスのアンケート用紙を因子分析し、抽
出された因子に基づきクラスタ分析を行い、

ワーク・ライフ・バランスの類型化を行った
(以下の幼児・児童・中学生・高校生の報告
は同様の手続きに基づき分析を進めた)。そ
の結果４類型抽出された。Ⅰは「夫婦低関与
型」、Ⅱは「夫家庭関与型」、Ⅲは「妻家庭夫
仕事型」、Ⅳは「夫婦高関与型」とした。夫
婦のワーク・ライフ・バランスが家族にどの
様な影響をもたらしているのかを明らかに
するために、各因子の下位尺度得点を算出し
た。そして、ワーク・ライフ・バランスの４
つのクラスタを独立変数、夫婦関係、家族成
員のストレス、家族機能を従属変数として、
一元配置分散分析を行った。その結果、夫の
見る夫婦関係「相互理解」ではⅢ＞Ⅱ、「相
手への要望」でⅠ＜Ⅳ、Ⅱ＜Ⅲ・Ⅳ、妻のみ
る夫婦関係の「相互の信頼感」でⅡ＜Ⅳ、「相
互のコミュニケーション」においてⅡ＜Ⅳ、
「相手への要望」ではⅡ＜Ⅳであった。妻の
みる夫婦関係の「相互の信頼感」「相互のコ
ミュニケーション」では、夫婦共に家庭関与
が高い場合である。 
②夫のワーク・ライフ・バランスと家族 
夫のワーク・ライフ・バランスの型はそれ
ぞれ次のようになった。クラスタⅠは「仕事
中心型」、クラスタⅡは「低活動型」、クラス
タⅢは「家庭中心型」とした。夫のワーク・
ライフ・バランスが家族にどの様な影響をも
たらしているのかを明らかにするために、各
因子の下位尺度得点を算出した。そして、初
産婦（55 名）と経産婦（69 名）別々の分析
を行ったところ次の結果が得られた。初産婦
については、夫の見る夫婦関係において「相
互理解」でⅠ・Ⅲ＞Ⅱであった。また経産婦
では、妻のストレス「圧迫感」においてはⅡ
＞Ⅲが示された。 
この結果から、初産婦家庭では夫が仕事か、
家庭に関与している場合に夫婦相互の理解
が得られていると認知していること、経産婦
家庭においては夫が仕事、家庭ともに関わり
が少ない場合に妻のストレスが大きいこと
が示された。 
(2)乳幼児の家庭について 
①夫のワーク・ライフ・バランスと家族 
関東、東海地区に在住の 161 世帯を対象と
した。父親のワーク・ライフ・バランスの類
型化を行った。その結果、Ⅰは「地域交流型」、
Ⅱは「家族中心型」、Ⅲは「バランス型(家庭・
仕事・余暇時間の活用・地域交流などすべて
に高く関与)」とした。これらが家族にどの様
な影響をもたらしているのか検討を加えた
ところ、父親の認知する家族状況に少なから
ず影響をもたらすことが示唆された。特に、
Ⅱ,Ⅲの家庭関与が少なからず多いワーク・ラ
イフ・バランスでは、夫婦関係と家族機能形
成に正の影響が見られた。 
②妻のワーク・ライフ・バランスと家族 
父親と同様の分析を加えた結果、クラスタ
それぞれ、Ⅰは「仕事中心型」、Ⅱは「バラ
ンス型」、Ⅲは「家庭と仕事中心型」、Ⅳは「消
極アンバランス型」とした。これに基づいた



分析の結果、「仕事中心型」は夫婦関係、子
どものストレスに負の影響をもたらすこと、
逆に「バランス型」「家庭と仕事中心型」は
夫の見る夫婦関係に正の影響をもたらすこ
とが示された。このことから、家庭と仕事へ
のバランスのとれた高い関わりを中心とす
る妻のワーク・ライフ・バランスは家族の生
活の質に積極的な影響をもたらす重要な要
因であることが示された。 
③夫婦のワーク・ライフ・バランスと家族 
 関東、東海地区に在住の 134 世帯を対象と
した。ワーク・ライフ・バランスの類型化を
行った。Table1 に示すように７タイプが抽出
された。 
父親と母親のワーク・ライフ・バランスの

7 タイプを基に分析を加えた結果、父親のス
トレス「苛立ち」については、Ⅵ＞Ⅲ・Ⅳで
あった。父親の「ストレスの感じやすさ」、
子どもの「ストレスの感じやすさ」、「苛立ち」
でも有意傾向が認められたが、その後の検定
で有意差が認められたのは父親の「ストレス
の感じやすさ」（Ⅵ＞Ⅲ）のみだった。また、
父親と母親の「夫婦関係への満足感」につい
ては、父親の夫婦関係満足感はⅣ・Ⅵ＞Ⅱ、
母親ではⅣ＞Ⅲであった。このことから、母
親が高い家庭関与をしている場合に父親と
子どものストレスが低く、良好な夫婦関係が
示された。  
(3)児童の家庭について 
①夫婦のワーク・ライフ・バランスと家族 
関東と名古屋に在住の共働き家庭の 94 名
の児童とその家庭のワーク・ライフ・バラン
スのアンケートから３つの型が超出された。 
結果としては、妻の見る夫婦関係について、 
「相手への要望」において、クラスタⅠ(妻の
家庭関与が低く夫が家庭関与に関わってい

る)＜クラスタⅡ(夫婦共に家庭・仕事・余暇
時間の活用・地域への関わりが高い)となり、

バランスの取れた生活をしていると考えら

れる家庭において「相手への要望」高いこと

が示されており、相互に自由な表現がとれて

いることを示すとも考えられる。また、スト

レスについては、妻のストレス「不安感」に

おいて、クラスタⅠ＜クラスタⅢ(夫の家

庭・仕事などの関与が妻よりも低い )であっ

た。また、夫のストレスについても「不安感」

において、同様の結果が得られた。クラスタ

Ⅰは妻が余暇時間を多く取り、夫は家庭への

関与を多く取っているのに対して、クラスタ

Ⅲは夫の家庭関与が低くなっているのが特

徴として指摘できる。つまり、妻の家庭関与

が見られても夫の家庭への関わりが低い場

合に妻のストレスに悪影響をもたらすこと

が示された。 
②夫のワーク・ライフ・バランスと家族 
 共働き家庭の父親(217 名)のワーク・ライ
フ・バランスの型として、クラスタⅠ(家庭関
与中×仕事関与中×余暇時間低)、クラスタⅡ
(家庭関与高×仕事関与高×余暇時間高)、ク
ラスタⅢ(家庭関与低×仕事関与高×余暇時
間高)の３類型が可能であった。このクラスタ
に基づいて検討を加えた。 
夫と妻の見る「夫婦関係の良好性」につい
てはⅡ＞Ⅰ・Ⅲであった。また、ストレスに
ついては、父親のストレスは「とらわれ思考」
でⅠ＜Ⅲ、「安心・平静」ではⅠ・Ⅱ＞Ⅲ、「易
怒性」についてⅠ＜Ⅲであった。さらには子
どものストレスにおいても「安心・平静」で
Ⅱ＞Ⅲであった。一方妻のストレスについて
は、「安心・平静」でⅡ＞Ⅲであった。 
家族機能についても「結合性」「表現性」「民
主的」などの健全な家族能がⅠ・Ⅱ＞Ⅲとな
ることが示され、父親が家庭関与を中心とし
て仕事に関わるバランスの取れたワーク・ラ
イフ・バランスを取る場合には形成されるこ
とも示された。 
以上のように、小学校児童の父親のワー
ク・ライフ・バランスは家庭関与を中心とし
て仕事関与を進める場合、夫婦関係が良好で
あり、夫・妻・子のストレスも低く、健全な
家族機能が形成されることが示された。 
③妻のワーク・ライフ・バランスと家族 
 共働き家庭の母親(217 名)のワーク・ライ
フ・バランスについては、クラスタⅠ(家庭関
与中×仕事関与低×余暇時間高)、クラスタⅡ
(家庭関与高×仕事関与高×余暇時間中)、ク
ラスタⅢ(家庭関与低×仕事関与低×余暇時
間低)の３類型が可能であった。このクラスタ
の下で検討を加えた。 
夫と妻の見る夫婦関係「関係良好」につい
てはⅡ＞Ⅰ・Ⅲであった。妻の「夫への要望」
ではⅡ＞Ⅰ・Ⅲであった。また、ストレスに
ついては、父親のストレスの「易怒性」につ

Table1  乳幼児家庭の夫婦のワーク・ライフ・バランスのクラスタ分析結果     （ ）＝組数 

  父親 母親 
 仕事関与 家族交流 地域交流 自分時間 仕事関与 家族交流 地域交流 自分時間 
Ⅰ（15） 中 中 高 中 高 高 高 高 
  Ⅱ（13） 中 中 高 中 低 低 低 高 
Ⅲ（27） 中 中 高 中 中 中 中 低 
Ⅳ（21） 中 中 低 中 高 高 高 高 
Ⅴ（19） 中 中 低 中 低 低 低 高 
Ⅵ（22） 中 中 低 中 中 中 中 低 
Ⅶ（9） 低 低 低 低 中 中 中 低 



いてⅠ＜Ⅲであった。さらには子どものスト
レスにおいても、「安心・平静」Ⅱ＞Ⅲ、「緊
張」Ⅰ＜Ⅲであった。一方妻のストレスにつ
いては、「安心・平静」でⅡ＞Ⅲであった。 
家族機能についても夫の場合と同様のこ
とが示され、妻が家庭関与を中心として仕事
に関わるバランスの取れたワーク・ライフ・
バランスを取る場合には「結合性」「表現性」
「民主的」などの健全な家族機能が形成され
ることも示された。 
 (4)中学生の家庭について 
①夫婦のワーク・ライフ・バランスと家族 
調査対象は東海（名古屋市と刈谷市）を中
心とする地域の中学生とその母親，父親から
構成されている共働き家庭 442世帯。調査に
基づき、ワーク・ライフ・バランスの類型化
を行った。その結果、5つのクラスタに分類
された。これらのクラスタを基に分析を加え
た結果、夫婦関係については、妻の見る夫婦
関係の「一体感」では、Ⅱ(妻の関わりが低い
が夫の関わりが高い )＜Ⅰ(夫婦共に家庭関
与が高い)・Ⅲ(妻が仕事へ関わりながらも夫
婦共に家庭関与が高い)・Ⅴ(夫婦共家庭関与
が高くかつ妻の多領域への関与も高い)、Ⅲ＜
Ⅰ、Ⅳ(夫婦共に低活動)＜Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ、Ⅴ＞
Ⅱ・Ⅳであった。また「コミュニケーション
の結びつき」については、Ⅰ＞Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、
Ⅱ＜Ⅴ、Ⅲ＞Ⅳ、Ⅳ＜Ⅴであった。夫の見る
夫婦関係の「一体感」については、Ⅰ＞Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ、Ⅱ＞Ⅳ、Ⅲ＞Ⅳ、Ⅳ＜Ⅴであっ
た。夫と妻の見る一体感は夫婦相互に関わり
が高いと感じている場合であり、しかも共に
仕事、家庭関与が高いと感じている場合が高
いことが示された。 
 ②夫のワーク・ライフ・バランスと家族 
 共働き家庭(442 世帯)と専業主婦家庭(130

世帯)を合わせてワーク・ライフ・バランス

の類型化を行い、その後家族形態別に家族成

員のストレスと家族機能について分析を加

えた。５つのクラスタはそれぞれ次のように

なった。Ⅰ：妻や家族との交流中・仕事主体

低・余暇時間の活用高・地域への関与中、Ⅱ：

妻や家族との交流高・仕事主体高・余暇時間

の活用低・地域への関与高、Ⅲ：妻や家族と

の交流高・仕事主体高・余暇時間の活用高・

地域への関与高、Ⅳ：妻や家族との交流低・

仕事主体低・余暇時間の活用低・地域への関

与低、Ⅴ：妻や家族との交流中・仕事主体中・

余暇時の活用中・地域への関与低。 
その結果共働き家庭では、夫の「不安」で

Ⅱ＞Ⅲ、子どもの「圧迫感」Ⅱ＜Ⅲ、家族機

能の「結合性」Ⅲ＞Ⅳ、「民主的」Ⅲ＞Ⅳ・

Ⅴなどが示された。専業主婦家庭では家族成

員のストレスは確認されなかったが、家族機

能の「表現性」でⅠ＜Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ、Ⅱ＞Ⅳ、

Ⅲ＞Ⅳ、「民主的」ではⅢ＞Ⅳなどが示され

た。 
このことから、両家族に共通することとし

て、夫が妻と家庭との交流と仕事の両方に高

く関与する場合、家庭に健全な家庭形成に影

響をもたらすことが示された。 
 ③妻のワーク・ライフ・バランスと家族 
調査対象は東海（名古屋市と刈谷市）を中
心とする地域の中学生とその母親，父親から
構成されている共働き家庭 445世帯。 
ワーク・ライフ・バランスのアンケート用
紙を因子分析し、抽出された因子に基づきク
ラスタ分析を行い、ワーク・ライフ・バラン
スの類型化を行った。その結果、「家庭中心
の関わり」「低活動」「仕事を中心とした家
庭関与」「仕事と町会活動」「余暇時間の活
用」の 5つのクラスタに分かれた。 

 

Figure1 妻のワーク・ライフ・バランス(中学生)      

  

妻の見る夫婦関係の「相互の信頼感」では

「家庭中心の関わり」が「低活動」「余暇時

間の活用中心」の各クラスタよりも高いこと

が示された。「低活動」は「仕事を中心とし

た家庭関与」「仕事と町会活動」の各クラス

タよりも低かった。また、夫婦関係の「相互

のコミュニケーション」では「家庭中心の関

わり」が「低活動」と「余暇時間の活用中心」

よりも高かった。「低活動」は「仕事を中心

とした家庭関与」「仕事と町会活動」よりも

低かった。さらに「仕事と町会活動」は「余

暇時間の活用中心」よりも高かった。 
また、夫の見る夫婦関係の「相互の理解と

信頼」においてクラスタ「家庭を中心とした

関わり」は「低活動」「余暇時間の活用中心」

の両クラスタよりも高かった。また、クラス

タ「仕事を中心とした家庭関与」「仕事と町

会活動」は「低活動」よりも高かった。さら

に「仕事を中心とした家庭関与」は「余暇時

間の活用中心」よりも高かった。また、夫婦

関係の「相互のコミュニケーション」におい

てはクラスタ「家庭中心とした関わり」は「低



活動」「余暇時間の活用中心」の両クラスタ

よりも高かった。また、「仕事を中心とした

家庭関与」は「低活動」および「余暇時間の

活用中心」よりも高いことが示された。 
以上のように、夫婦関係の「相互の理解と

信頼」「相互の信頼感」「相互のコミュニケー

ション」は妻が家庭への関わりを中心として、

仕事、余暇活動、町会活動への関わりを持つ

場合の方が夫婦共に高いことが示された。夫

婦の間のストレスについては妻の「不安感」

と「圧迫感」で、「家庭中心の関わり」が一

番低いことが示された。 
(5)高校生の家庭について 
①夫婦のワーク・ライフ・バランスと家族 
関東（東京・千葉・神奈川・埼玉）と中部

（名古屋）を中心とする地域の高校生とその

家族(父親・母親)。313 世帯。うち共働き家
庭 235世帯を分析対象とした。 
夫婦のワーク・ライフ・バランスにおいて

4 つのクラスタに分類され，それそれぞれ次

のようになった。Ⅰ：夫仕事・-妻低関与型、

Ⅱ：夫中関与・-妻余暇型、Ⅲ：夫婦中低関

与型、Ⅳ：夫婦高関与型、とした。夫婦のワ

ーク・ライフ・バランスが家族に及ぼす影響

について分析を加えた。その結果、①夫の「夫

婦関係満足」はⅠ・Ⅲ＜Ⅱ・Ⅳ、②父親の「不

安・緊張感」はⅠ＞Ⅱ，Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ＞Ⅳ、③

父親の「思考停滞」はⅠ・Ⅱ・Ⅲ＞Ⅳ、④母

親の「夫婦関係満足」はⅠ・Ⅲ＜Ⅱ・Ⅳ、⑤

母親の「相手への要望」はⅢ＜Ⅱ・Ⅳ、⑥母

親の「不安・緊張感」はⅠ＞Ⅱ・Ⅳ、⑦家族

機能(結合性)はⅠ・Ⅲ＜Ⅱ・Ⅳ、⑧家族機能

(表現性)はⅠ・Ⅲ＜Ⅱ・Ⅳ、⑨家族機能(民

主的)はⅢ＜Ⅱ・Ⅳであった。 

以上のことから「家庭」「仕事」「余暇」「地

域」の 4領域において夫婦ともに比較的関与
の低いⅠ群やⅢ群は、関与が高いあるいは中

程度の関与を持つ家庭よりも、夫婦共に夫婦

関係の満足が低く、ストレスが高く、家族機

能が不全であることが見出された。一方、4
領域において夫婦共に比較的関与の高いⅣ

群は反対の関係性が示された。また、4 領域
において夫婦共に中程度の関与を持つ傾向

のあるⅡ群も、4 群に次いで家族成員に良好
な影響をもたらしていることが示唆された。 
②夫のワーク・ライフ・バランスと家族 

上記の調査対象の 313 世帯。共働き家庭
235 世帯、専業主婦家庭 72 世帯について分
析検討を加えた。父親のワーク・ライフ・バ

ランスについて５つのクラスタ構造を妥当

と判断した。これを基に、家族形態別に分析

検討を加えた。 
専業主婦家庭においては、「バランス型」

が「仕事・地域交流中心型」よりも妻の見る

夫婦関係満足度が高かった。また、夫の見る

夫婦関係でも「バランス型」は「夫婦関係満

足」が高く、「家庭中心型」「仕事・家庭中心

型」「仕事・地域型」よりも有意に夫婦関係

満足度」が高かった。共働き家庭については、

妻の見る夫婦関係において「家庭中心型」「仕

事・家庭・余暇中心型」「バランス型」は「地 
域・仕事中心型」よりも「夫婦関係満足」が

高かった。さらに、夫のストレスについては

「圧迫感」については「仕事・家庭・余暇中

心型」が「余暇中心型」よりも高く、また「地

域・仕事中心型」は「家庭中心型」「余暇中

心型」よりも高いことが確認された。 
以上の結果から、高校生の家庭では夫が家

庭を中心として仕事への関わりを持つワー

ク・ライフ・バランスは、夫婦相互の夫婦関

係満足感を高めることが示された。 
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